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日
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問い合わせ　健康づくり課健康増進係（1９２－８２５９）

肺炎球菌 インフルエンザインフルエンザ
（新型インフルエンザを含む）

１回　２０００円を助成
（２回が限度）

１８歳以下

国の優先順位により接種できない年齢層も国の優先順位により接種できない年齢層も
インフルエンザワクチンの予防接種

●新型インフルエンザの予防接種は、医療従事者や妊婦、基礎疾患のある人、小児などを最優先とし、
小・中学生、高校生、高齢者を次の優先順位で国が検討しています。新型インフルエンザワクチンの接
種を希望しても、国の定めた優先順位による接種状況によっては、インフルエンザワクチンの助成対象
期間内に接種を受けられない場合もあります。

●季節性インフルエンザワクチン（従来のインフルエンザワクチン）は、例年の８割程度しか製造されてお
らず、ワクチンの供給が少なく、接種を受けられない場合もあります。

●医師の診察の結果、接種できないときの予診料は、全額自己負担です。

対象者 平成３年４月２日以降に生まれた人
助成方法
①対象者には、助成券２枚が郵送で届きます。
②医療機関で予防接種を受けます。

［市内の医療機関で接種する場合］
医療機関に助成券を提出し、接種費用から２０００円

を差し引いた金額を支払ってください。
［市外の医療機関で接種する場合］

接種費用を支払い、接種を受けた人の名前の入
った領収書を受け取ってください。助成申請書
に、その領収書と助成券を添えて健康づくり
課へ提出（平成２２年３月末までに）。後日、
助成額を口座に振り込みます。

肺炎球菌肺炎球菌 インフルエンザ
６０００円を助成

７０歳以上

肺炎球菌の予防接種は、高齢者の肺炎予防の
ためのものです。
対象者 ７０歳以上の人（平成２２年３月３１
日現在）
助成方法
①対象者には、助成券１枚が郵送で届きます。
②市内の医療機関で予防接種を受けます。
医療機関に助成券を提出し、接種費用
から６０００円を差し引いた金額を支払
ってください。

注　意
肺炎球菌の予防接種

は生涯で１回受ければ
よいものです。すでに接
種している人は、助成
券が届いても遠慮し
てください。
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９月2日、新型インフルエンザ対策本部会議を召集。感染拡大
の進行を鈍らせることに視点をおいた予防策などを協議した
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費
用
を
助
成 ９月３日、臨時校園長会議を開催。幼稚園、小・中学校

の園長や校長が出席し、新型インフルエンザへの予防や感
染拡大防止のための学級閉鎖の基準などを徹底した
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